


 

 

 

 

安全に関する警告について 
 

 本機には、印付きの警告ラベルを貼付しています。安全上、特に重要な項目を示しています。

警告を守り、安全な作業を行ってください。 

 

 
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性が 

            高いことを示します。 
            
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う可能性が 

            あることを示します。 
 
            その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれがあることを 

            示します。 
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 安全に作業するために安全に作業するために安全に作業するために安全に作業するために 

  危 険 
 

  警 告 
 

  注 意 

  警告ラベルについて 
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 － ラベルが損傷した時は － 
   警告ラベルは、使用者および周囲の作業者などへ危険を知らせる大切なものです。 

  ラベルが損傷した時は、すみやかに貼り替えてください。 

   注文の際には、この図に示す 部品番号 をお知らせください
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 ここに記載されている注意事項を守らないと、死亡

を含む傷害を生じる恐れがあります。 
 作業前には、作業機およびトラクタの取扱説明書を

よくお読みになり、十分に理解をしてからご使用くだ

さい。 
 

作 業 前 に 
 
 
 
 注意 
 機の取り扱い分からない事があ、取 
  扱説明書を製品に近接して保存していないめ、 
  自分の判断だけ対処すると思わぬ事故を起こ 
  し、ケガをする事があります。 
  取扱説明書は分からない事があにすぐに 
  取り出せるよう、製品に近接して保存してくだ 
  さい。  

 
 
 注意 
 取扱説明書に記載されているの注意事項 
  や取扱要領の不十分な理解のまま作業すると、 
  思わぬ事故を起こす事があります。 
  作業を始めるは、製品に貼付している警告ラ 
  ベル、取扱説明書に記載されているの注 
  意事項、取扱要領を十分に理解してから行て 
  ください。  

 
 
 警告 
 がい、機作に不れななに 
  運転すると、思わぬ事故を起こす事があります。 
  次のは、運転しないください。 
  

□  過労、病気、薬物の影響、その他の理由に 
 より作業に集中きない。 

□  酒を飲んだ。 
□  機作が未熟な人。 
□  妊娠している。  

 
 
 警告 
 作業にさない機を作すると、 
  の一部が機に巻き込まれ、死亡を含む傷害を 
  まねく事があります。 
  次に示す作業してください。 
  

□  袖や裾は、だぶつきのないものを着用する。 

 
□  ズボンや着は、だぶつきのないものを着 
  用する。 
□  ヘルメットを着用する。 
□  はちまき、首巻きタオル、腰タオルなは 

 しない。  
 
 
 警告 
 機を他人に貸す、取扱説明書に記載されて 
  いるの注意事項や取扱要領が分からない 
  め、思わぬ事故を起こす事があります。 
  取扱い方法をよく説明し、取扱説明書を渡して 
  使用前にはよく読むように指導してください。  

 
 
 注意 
 機のや、指のタッメント 

 部品なを取り付けて運転すると、機の破 
  損や傷害事故をまねく事があります。 
  機のはしないください。 
  タッメントは、指製品を使用してく 
  ださい。 
  部品交換するは、が指するものを使用 
  してください。  

 
 
 注意 
 始業をると、機の破損や傷害事故をま 
  ねく事があります。 
  作業を始める前には、取扱説明書に基づき 
  を行てください。  

 
 
 警告 
 ンンを始する、トラクタのやッ 
  プに立まま行うと、緊急事態への対処が 
  きず、運転者はもちろん周囲にいる人がケガを 
  する事があります。 
  運転席に座り、周囲のを確認してから行 
  てください。 
 ンンを始する、を 
  (中立)にして行わないと、機が接続状態に 

  なているめ、トラクタが暴走し思わぬ事故 

  を起こす事があります。 

  を(中立)にして行てくだ 

  さい。 

 急するとトラクタ前がきがる事があ 
  り、運転者が振り落とされり、周囲の人を巻 
  き込んだり、思わぬ事故を起こす事があります。 
  周囲のを確認し、ゆくりとしてくだ 
  さい。 

安全操作上の注意点 

取扱説明書は製品に近接して保存を 

取扱説明書をよく読んで作業を 

こんな時は運転しないでください 

服装は作業に適していますか 

機械を他人に貸す時は 

機械の改造禁止 

始業点検の励行 

エンジン始動・発進する時は
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 始する、気ガにより中になる 
  事があります。 
  窓、戸なを開け、十分に換気してください。 
 をらないンンを始すると、急 
  に作業機が駆され、周囲にいる人がケガをす 
  る事があります。 
  をてから始してください。  
 
 
 警告 
 作業機をするめにトラクタをさせる 
  、トラクタと作業機の間に人がいると、挟ま 
  れてケガをする事があります。 
  トラクタと作業機の間に人を近づけないくだ 
  さい。 
 タッメントを着する、トラクタのン 
  ンをとめずに行うと、第三者の不注意により、 
  不意にトラクタがいりして、事故を起こす 
  事があります。 
  ンンをとめて、作業機の車に止めをし 
  て行てください。 
 注意 
 作業機をトラクタにする、や 
   まは軟弱な行うと、トラクタが不意 
   にき出し、思わぬ事故を起こす事があります。 
   平坦盤のかい所行てください。 
 作業機をトラクタからりす、止めをせ 
  ずに行うと、作業機が暴走して思わぬ事故を起 
  こす事があります。 
  りすは、必ず、タンドを接させ、作 
  業機の車に止めをしてください。 
 するトラクタによては、前荷重が軽く 
  なり、縦が不となて、思わぬ事故をま 
  ねく事があります。 
  トラクタへフロントウイトを取り付け、ラ 
  ンを取てください。  

 
 
 危険 
 のないイントを使用すると、 
  巻き込まれてケガをする事があります。 
  のないイントは、使用しない 
  ください。 
 が損傷しまま使用すると、巻き込まれ 
  てケガをする事があります。 
  損傷しらすぐに取り替えてください。 
  使用前には、損傷がないかしてください。 
 トラクタおよび作業機に着する、第三者の 
  不注意により、不意にイントが回転 
  し、ケガをする事があります。 
  をり、トラクタのンンをとめて行 
  てください。 

 
 のンを取り付けない使用すると、 
  が回転し、巻き込まれてケガをする事が 
  あります。 
  トラクタ側と作業機側のンを回転しない 
  所にしてください。 
 注意 
 の重なりがを回ると、イ 
  ントを回転させ、破損しケガをする事があ 
  ります。 
  縮の隙間が２５よりも小さくなると、 
  イントの突きげが起きる事があり、イ 
  ントの破損をまねき、ケガをする事があります。 
  正な重なり量使用してください。 
 イントを接続し、クランプン 
  が溝に納まていないと、使用中にれ、ケガ 
  をする事があります。 
  クランプンが溝に納まているか、確認して 
   ください。  

 
 
 注意 
 トラクタに作業機を着してを走行すると、 
  路運送車輌法に違反します。 
  トラクタに作業機をしての走行はしない 
  ください。  

 
 
 危険 
 走行する、トラクタのルが 
   左右されていないと、片になり、 
   トラクタが左右に振られ転なが起こり、思 
   わぬ事故をまねく事があります。 
   ほの特殊作業は、ルは左 
   右して使用してください。 
 警告 
 トラクタに運転者の人をせると、トラク 
   タから転落しり、運転作の妨げになて、 
   緊急事態への対処がきず、同者はもちろん、 
   周囲の人および運転者自身がケガをする事があ 
   ります。トラクタには、運転者の人はせ 
  ないください。 
 急急回を行うと、運転者が振り落とさ 
  れり、周囲の人を巻き込んだり、思わぬ事故 
  を起こす事があります。 
  急急回はしないください。 
 急を出しすると、 
  転倒あるいは転落事故を起こす事があります。 
  低走行してください。 
 回する、により周囲の人を作業機に 
  巻き込みケガをさせる事があります。 
  周囲の人や障害物との間に十分な間隔を保て 
  ください。 

作業機を着脱する時は 

移動走行する時は 

パワージョイントを使用する時は 

公道走行時は作業機の装着禁止 
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 側がしていり、側溝がある路路 
  を走行すると転落事故を起こす事があります。 
  路は走行しないください。 
 低がきいをりえようとすると、 
   トラクタが転倒あるいは転し、ケガをする事 
  があります。 
  あゆみ板を使用してください。 
 作業機のに人をせると、転落し、ケガをす 
  る事があります。 
  作業機のには、人をせないください。 
 突出部をりまずに走行すると、傷害 
  物なにぶつかりケガをする事があります。 
  りんさせてください。 
 注意 
 作業機へのをらない走行すると、周囲 
  の人を回転物に巻き込み、ケガを負わせる事が 
  あります。 
  走行するは、をてください。  

 
 
 注意 
 過載あるいは片荷載をすると、回や 
  の作業、作業機が転倒し、ケガをする 
  事があります。 
  指され載量あるいは載さの載 
  はしないください。 
  ほぼ平坦になるように載してください。  

 
 

作 業 中 は 
 
 
 
 危険 
 運転中は回転中、タに接すると巻き込 
  まれ、ケガをする事があります。 
  周囲に人を近づけないください。 
 やの中に、や片、なが 
  していると、タにより飛散し運転者や周囲 
  の人がケガをする事があります。 
  しないようにしてください。 
 運転中は回転中、タによる飛散物により、 
  ケガをする事があります。 
  周囲に人を近づけないください。 
 警告 
 作業をする、周囲に人を近づけると、機に 
  巻き込まれ、ケガをする事があります。 
  周囲に人を近づけないください。 
 作業機指の回転をえて作業すると、 
  機の破損により、ケガをする事があります。 
  指回転を守てください。  

 
 作業機のに人をせると、転落し、思わぬ事 
  故をまねく事があります。 
  作業機のには、人をせないください。 
 を出しすると、暴走事故をまね 
  く事があります。 
  低作業してください。 
  り作業をする、の途中すると、暴 
  走する原因となります。 
  の前低にして、ゆくりとおりてく 
  ださい。 
 わき運転をすると、周囲の障害物の回や周 
  囲の人への危険回ながきず、思わぬ事故 
  を起こす事があります。 
  前方や周囲へ、十分に注意を払いながら運転し 
  てください。 
 し運転をすると、思わぬ方へ暴走し、事 
  故を起こす事があります。 
  しかりとハンドルを握て運転してください。 
 ハウなの作業をする、気ガに 
  より、中になる事があります。 
  窓、戸なを開け、十分に換気をしてください。 
 注意 
 運転中は回転中、を開けると回転物に 
  巻き込まれ、ケガをする事があります。 
  を開けないください。 
 機のや、付着物のなを行う、 
  およびンンをとめずに作業すると、第 
  三者の不注意により、不意に作業機が駆され、 
  思わぬ事故を起こす事があります。 
  をり、ンンをとめ、回転部や可 
  部がとまている事を確かめて行てください。  

 
 
 警告 
 トラクタかられる、やなに 
   駐車すると、トラクタが暴走して思わぬ事故を 
  起こす事があります。 
  平坦し所に駐車し、トラクタのン 
  ンをとめ、駐車をかけて暴走を防い 
  ください。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作業する時は

トラクタから離れる時は 

荷物を積載する時は 
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作業が終ったら 
 
 
 
 注意 
 をらずに、回転部可部の付着物の 
  作業なを行うと、機に巻き込まれてケガ 
  をする事があります。 
  をり、ンンをとめ、回転部や可 
  部がとまている事を確かめて行てください。  

 
 
 注意 
 作業のをると、作業機の不や破 
  損なが置され、次の作業にトラルを起 
  こしり、ケガをする事があります。 
  作業が終わら、取扱説明書に基づきを 
  行てください。 
 ロンク作業機をちげて 
   を行う、第三者の不注意により、不意に降し、 
  ケガをする事があります。 
  トラクタロンクの油圧回路をロックし 
   て行てください。  

 

 
  
 注意 
 機にが生じ、そのまま置すると、 
  破損やケガをする事があります。 
  取扱説明書に基づき行てください。 
 やまは軟弱な行うと、ト 
  ラクタや作業機が不意にき出して、思わぬ事 
  故を起こす事があります。 
  平坦盤のかい所行てください。 
 およびンンをとめずに作業すると、 
  第三者の不注意により、不意に作業機が駆さ 
  れ、思わぬ事故を起こす事があります。 
  をり、ンンをとめ、回転部や可 
  部がとまている事を確かめて行てください。 
 作業機をげ状態のままにもぐり、 
  をれりすると、不意に降しケガをする事 
  があります。 
  にるは台な降防止をして行てく 
  ださい。 
 不処置のめにし 
  を取り付けずに作業すると、回転部や可部に 
  巻き込まれ、ケガをする事があります。 
  元りに取り付けてください。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

機体を清掃する時は 

終業点検の励行 

不調処置・点検・整備をする時
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１ 各部の名称とはたらき 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１． パワージョイント 

  トラクタ軸に接続し、作業機本へ伝 

 達するのに使用します。 

２． ２Ｐヒッチ 

  トラクタのロンクにして使用します。 

３． スタンド 

  トラクタからりすに使用します。 

４．テンションボルト 

  このボルトを回して、ンのンシン 

 をします。 

５．ワイドビータ 

  をくだきながら散布します。 

６．ローラチェーン 

  作業機本からタッメントへを伝達しま 

 す。 

７．床 コ ン ベ ヤ         

  荷箱に載されをタへ量送りさせる 

 のに使用します。 

８．床コンベヤチェンジレバー 

  床コンベヤを停止させり、量送りさせるのに 

 使用します。 

  量送りは、３になています。 

 

 

１１１１    トラクタへの装着トラクタへの装着トラクタへの装着トラクタへの装着 
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２ 適応トラクタの範囲 

 
 本製品は、なトラクタとの着により的確に性

能を揮きるように設計されています。 
 不なトラクタとの着によては本製品の耐久

性に著しく影響を及ぼしり、トラクタの運転作に

著しい影響を及ぼすことがあります。 
 この製品の応トラクタと載量は次のとおり

す。 
 

適応トラクタ 最大積載量 
１１～２２ｋW 

（１５～３０ＰＳ） ９００㎏ 
 
 

３ トラクタへの装着 

 
 
 
作業機をするめにトラクタをさせる 
  、トラクタと作業機の間に人がいると、挟ま 
  れてケガをする事があります。 
 トラクタと作業機の間に人を近づけないくだ 
 さい。  

 
 () トラクタのンンを始して、トラクタの 

   ロンク先端部と作業機の左右のロ 

   ンクンの位置がうまして、トラクタ 

   をとめてください。 

    ンンをとめ、駐車をかけてくだ 

   さい。 

 (２) 左のロンク、右のロンクの順に 

   し、抜けめにトラクタに付いているン 

   ンをロンクンにしてください。 

 (３) 左右のロンクが同じさになるように、 

   トラクタ右側のャトクュし 

   てください。 

 (４) トラクタのンンを始して、トラクタ３ 

   ンクを昇する油圧を作して２ 

   フムをげ、ンンをとめてください。 

 (５) タンドをげ、ンン固してくだ 

   さい。 

 (６) ＩＣの軸心がトラクタ中心におおよそ一致 

   するように、ックンをセットし作業 

   機の振れをなくしてください。 

 

 

 

 

 

４ 規制板アタッチメントの組立・装着 

（オプシン） 
 
 
タッメントを着する、トラクタのン 
 ンをとめずに行うと、第三者の不注意により、 
 不意にトラクタがいりして、事故を起こす 
 事があります。 
 ンンをとめて、作業機の車に止めを行 
 てください。  

 
 部品と同梱の梱包明細に基づき、必要部品が揃て

いるか確認してください。 
図を参考にしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５ パワージョイントの装着 

 

 
 
のないイントを使用すると、 
 巻き込まれてケガをする事があります。 
 のないイントは、使用しない 
 ください。 
が損傷しまま使用すると、巻き込まれ 
 てケガをする事があります。 
 損傷しらすぐに取り替えてください。 
 使用前には、損傷がないかしてください。 
トラクタおよび作業機に着する、第三者の 
 不注意により、不意にイントが回転 
 し、ケガをする事があります。 
 をり、トラクタのンンをとめて行 
 てください。 
のンを取り付けない使用すると 
 が回転し、巻き込まれてケガをする事が 
 あります。 
  トラクタ側と作業機側のンを回転しない 
 所にしてください。  

 
 

  警 告  

  危 険  

  警 告  
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の重なりがを回ると、イ 
  ントを回転させ、破損しケガをする事があ 
 ります。縮の隙間が２５よりも小さくな 
  ると、イントの突きげが起きる事があり、  
  イントの破損をまねき、ケガをする事があ 
  ります。正な重なり量使用してください。   
１． 長さの確認方法 
() 作業機をけん引しながら回し、作業機２ 

  ヒッがドロのトッに状態              

  停止してください。 

(２) イント（ウタ）から、 

  イント（インナ）を引き抜いてください。 

(３) ロンクを昇降させて、軸とＩ 

  Ｃ軸がも接近する位置、昇降を停止してく 

  ださい。 

(４) ン付ヨクのクランプンを押して、ＣＶ 

    ヨクが作業機側になるようにそれぞれの 

    イントを軸、ＩＣ軸にし、 

    クランプンが元の位置に出るま押し込ん 

    ください。 

(５) 同士を重ねわせ、 

  （ウタ）と（インナ）がオ 

  ラップする位置に目印を付け、さらにオ 

  ラップし長さが２５を加え位置に印 

  を付け、この印から端部まの長さを 

  断方法の順に従て断してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(６) 作業機をけん引しながら前し、トラクタと 

    作業機がほぼ一直線にな状態停止して 

    ください。 

(７) ロンクを昇降させて、軸とＩ 

    Ｃ軸がもれる位置、昇降を停止してくだ 

    さい。 

(８) 同士を重ねわせ、イプの 

  重なりがのは、販売店に絡 

  し、長いイントと交換してください。 

 

 

 

 

 

 

２． 切断方法 
() のウタ 

  インナ両方を長い分 

  だけり取ります。 

 

 

 

 

(２) り取同じ長さ 

  をイプの先端から計 

  ります。 

 

 

 

 

(３) イプのウタとイ 

  ンナ両方を金ノコま 

  はッタ断しま 

  す。 

   断するは、イ 

  プの中にウを詰め、イプにり粉が 

  付着するのを防いください。 

(４) り口をヤななめらかに仕げてか 

  らイプをよく清掃し、次にグを塗布し 

  て、ウタとインナを組みわせます。 

 

３． 安全カバーの脱着方法 
() の分解順 

① 固ネを取り 

   してください。 

 

 

 

② を取り 

 はずし位置へ回して 

 ください。 

 

 

③ を引き 

 抜いてください。 

 

 

 

④ ライドングを 

 取り出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  注 意 
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(２) の組立順 

① ヨクのライド 

 ング溝とイプ 

 （インナ）に品質 

 グを塗てく 

 ださい。 

 

② ライドングの 

 つばをイプ側に 

 け、り口を開いて 

 溝にはめてください。 

 

 

③ そのに 

 をはめてください。 

 

 

 

 

④ をしかり止 

 まるま回してくださ 

 い。 

 

 

 

⑤ 固ネを締め付けてください。 

 

 

 

 

４． パワージョイントの連結 
()  ン付ヨクのクランプンを押して、イ 

  ドングルが作業機側になるようＩＣ軸、 

  軸にし、クランプンがもとの位置に 

  出るま押し込んください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  取り付け方を間違いますと、イントの 
 故障原因になります。   

 
 
イントを接続し、クランプン 
 が溝に納まていないと、使用中にれ、ケガ 
 をする事があります。 
  溝に納まているか、接続部を押し引きして 
 確かめてください。  
 

(２) のンを固し所に取り付 

  け、の回転を防いください。 

   ンはロンクのきに順応き 

    る余裕をせ、ま他へひかかりながな 

   いように余分なるみを取てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  注 意 

  取扱い上の注意 
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 機を子よく長ちさせるめ、作業前に必ず行

いましょう。 
 

１  運転前の点検 

 

１． トラクタ各部の点検 
  トラクタの取扱説明書に基づきを行てく 
 ださい。 
 
２． 連結部の点検 
ロンクンには抜け止めのンンが 

 確実に挿されているか。 
  不具がつかは、1-3 トラクタへの 

 着の説明に基づき不具を解消してください。 

 
３． パワージョイントの点検 
 ()  イントの抜け止めのクランプン 

  が、軸、ＩＣ軸それぞれの溝に納まて 

  いるか。 

 (２) イントのンの取付に余分な 

  るみはないか。 

  ま、余裕はあるか。 

 (３) イントに損傷はないか。損傷してい 

  るは、やかに交換してください。 

 (４) 不具がつかは、1-4 イ 

  ントの着の説明に基づき不具を解消してく 

  ださい。 

 

４． 製品本体の点検 
() ボルトナットに緩みはないか。 

   ホイルナットな特に重要な部分のナットに 

 緩みがないかしてください。 

   ホイルナットに不具がつかは、表 

 に基づき正締付トルクにしてください。 

 

< ホイールナットの締付トルク > 

 

 

ホイールナットサイズ 

 

 

M16×1.5 

 

締付トルク 

210～230N・m 

(2140～2350kgf・cm) 

 

 (２) タイヤの亀裂損傷はないか。 

 (３) タイヤの溝深さは正か。 

    摩耗はないか。 

 

 

 (４) タイヤの空気圧は正か。 

 

タイヤサイズ １０／８０－１２－６ＰＲ 

空  気  圧 ２５５ｋＰａ（２．６ｋｇ／ｃｍ

２

） 

  

 (５) 床コンベヤンのンシンは正か。 

 (６) ロランのンシンは正か。 

 (７) 損傷部品はないか。 

 (８) 各部の給油は十分か。 

 

 

２  エンジン始動での点検 
 

 
 
 をらないンンを始すると、急 
  に作業機が駆され、周囲にいる人がケガをす 
  る事があります。 
  をてから始してください。  
 

１． 駆動系統に異常はないか 
トラクタのンンをかけ、を接続し、低 

 回転させてください。 

 () イントから作業機本まに 

   はないか。 

 (２) イドタにはないか。 

   ① 音はないか。 

   ② な振はないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２２２    運転を始める前の点検運転を始める前の点検運転を始める前の点検運転を始める前の点検 

  警 告 
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３  給油箇所一覧表 

 
○ 給油塗布するオイルは清浄なものを使用してください。 

○ グを給脂する、量とは古いグが出され、新しいグが出るます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 給  油  場  所 箇所 潤滑油の種類 交 換 時 間 給油量 備      考 

1 ギ ヤ ケ               3 グ    使 用 毎   量  給   脂 

2      イ ン ト 2 〃 〃 〃    〃 

3 ラ ッ トホイ ル 1 〃 〃 〃    〃 

4 ノ ッ  2 〃 〃 〃    〃 

5 コネクィングロッド 2 〃 〃 〃    〃 

6 ロ  ラ    ン 1 〃 〃 〃    〃 

7 コ ン ベ ヤ 軸 々 受 2 〃 〃 〃    〃 

8 コンベヤ従プロケット 2 〃 〃 〃    〃 

9 ヒ ッ  1 〃 〃 〃    〃 

10 ロ    ン ク 2 〃 〃 〃    〃 

11   タ 軸 々 受 2 〃 〃 〃    〃 
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 を確認して、慎重に作業してください。 
 

１  本製品の使用目的 

 

 やの散布作業に使用してください。 
 その他の用途には使用しないください。 
 
 
   やの散布をすると、作業機が破 
 損する事があります。本製品の使用目的 
 の使用は、やめてください。 
  ま、やの中に片な 
 がしていると、機の破損原因となる事が 
 あります。しないように日から管理して 
 ください。散布に、がつから、取 
 りいてから作業してください。  

 
 

２  最大積載量 

 
載量 
９㎏  

 
 
 過載あるいは片荷載をすると、回や 
  の作業、作業機が転倒し、ケガをする 
  事があります。 
  指され載量あるいは載さの載 
  はしないください。 
  ほぼ平坦になるように載してください。  
 

 
３  堆肥・鶏糞の積み込み方 

 

．荷台の前方から方にかてみ込みをしてく 
 ださい。 
 
 
   前方から方にかてみ込みをすること 
 により散布にやがほぐれやすく、機 
 に無理がかかりません。 
  み込みの順序を、ろにんだり、前に 
 んだりなのようにララに行うと、無理な 
 がかかり、散布ムラの原因になる事があ 
 ります。  

２．み込みさは、ッボドまを目とし 
 て、きる限り均一にしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
   み込み過や不均一なみ込み散布する 
 と、タ部詰まりが起きり、散布ムラの 
 原因になる事があります。 
 ま、機の破損原因になる事があります。 
 正なみ込みさにして、さらに均一にみ 
 込ん作業することにより、トラルのない順 
 な作業がきます。  

 
 
   載には、タンドをセットしない 
 ください。破損の原因となります。  

 
 

４  床コンベヤの変速操作 

 
 コンベヤは、３階にきます。 
 ンを希望位置溝まライドさせ、 
溝にはめこむと、作は完了します。 
 尚、ンを（中立）にするとコンベヤ

のみ停止します。タは停止しません。 
 
 

５  床コンベヤの変速段と散布量 

 
 床コンベヤと散布量の関係は次のりす。 
 の性状と希望散布量から床コンベヤとト

ラクタの車を決め作業してください。  
コンベヤ速度 

未完熟堆肥 

(400 ㎏/m

３

) 

完熟堆肥 

(950 ㎏/ｍ

３

) 

トラクタ速度 トラクタ速度 

変速段 

速度 

(ｍ/分) 
3 ㎞/hr 5 ㎞/hr 3 ㎞/hr 5 ㎞/hr 

１速 0.9 

0.6 

(ton/10a) 

0.4 

(ton/10a) 

1.4 

(ton/10a) 

0.8 

(ton/10a) 

２速 1.8 1.2 0.7 2.8 1.7 

３速 2.6 1.7 1.0 4.1 2.4 

３３３３    作業の仕方作業の仕方作業の仕方作業の仕方 

  取扱い上の注意 

  注 意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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６  規制板の調整 

 
 ワイドビータ用規制板（オプション） 
 〈 使用方法 〉 
  ハンドルを緩め、希望の散布巾になるようガド 
 の開き具を節してください。（散布巾は、の 
 種や水分によてなります。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７  作業要領 

 
 
 
運転中は回転中、タに接すると巻き込 
 まれ、ケガをする事があります。 
 周囲に人を近づけないください。 
やの中に、や片、がして 
 いると、タにより飛散し運転者や周囲の人 
 がケガをする事があります。 
 しないようにしてください。 
運転中は回転中、タによる飛散物により 
 ケガをする事があります。 
 周囲に人を近づけないください。  

 
 
作業機指の回転をえて作業すると、 
 機の破損により、ケガをする事があります。 
 指回転を守てください。 
を出しすると、暴走事故を起こ 
 す事があります。 
 低作業してください。 
 り作業をするは、の途中すると、 
 暴走する原因となります。 
 の前低にして、ゆくりとおりてく 
 ださい。  

 
 
運転中は回転中、を開けると回転物に 
 巻き込まれ、ケガをする事があります。 
 を開けないください。 

１．ＰＴＯ回転数 
  本作業機の正回転は  ５４０ｒｐｍ  す。 

 
 
   ンンが回転の状態クラッ 
 をれると、作業機に取り付けているシャボ 
 ルトが断されるがあります。 
  クラッをれるに、ンン回転 
 を低れてください。  

 
２．散布作業の仕方 
 
 
  のみ方や種によて前方に飛散する 
 があります。 
  飛散するは回転を低にして作 
 業してください。   
 () 床コンベヤを希望する散布量から選択し 
  て、セットしてください。 
 (２) 希望する散布量からトラクタ車に 
  位置にセットしてください。 
 (３) 走行クラッを状態、ンンを低 
  回転させ、クラッをれてください。 
 (４) 回転を本作業機の正回転（５４０ｒｐ 
  ｍ）にセットします。 
 (５) タからが散布され始めら、走行クラ 
  ッを接続し、散布作業を始めてください。 
 
 

８  移動走行 

 
 
 
作業機へのをらない走行すると、周囲 
  の人を回転物に巻き込み、ケガを負わせる事が 
 あります。 
 走行するはをてください。   
 本作業機にを載して走行する、トラク

タの縦性は、空車とはきく化します。 
の載により、トラクタの前荷重割が減少し、

ハンドルのれ味が低しり、をかけ

の距が長くなるなの現象としてあらわれます。 
 走行する、低走行し、作は早め

に行てください。 
 ま、過載は、この現象を助長させますの、本

作業機指の載量をお守りください。 

  危 険 

  警 告 

  注 意 

  取扱い上の注意 

  注 意 

  取扱い上の注意 
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 長ちさせるめに、れは必ずしましょう。 
 
 
運転中は回転中、タに接すると巻き込 
 まれ、ケガをする事があります。 
 タを回転させての、荷台の清掃は危険 
 す。やめてください。  

 
 
をらずに、回転部可部の付着物の 
 作業なを行うと、機に巻き込まれ、ケガ 
 をする事があります。 
 をり、ンンをとめ、回転部や可 
 部がとまている事を確かめて行てください。  

 
 

１ 作業後の手入れ 

 
．機のにかかている等は、ほの中 
 きれいに取りいてください。 
  特に、回転部に巻き付いラやトインな 
 は、シル部品、軸受部品なを傷つけますの、 
 完に取りいてください。 
２．ボルト、ナット、ンの緩み、落がないか、 
 、破損部品がないか確認してください。 
  があれば、ボルトの増締め、部品の交換をし 
 てください。 
３．各部の給油箇所は2-3 給油箇所一覧表に基づ 
 き給油してください。  
４．軸、ＩＣ軸、イントプライン部な 
 塗されていない露出部は、さびを防ぐめグ 
 を塗布してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ トラクタからの切り離し 

 
 
 
作業機をトラクタからりす、や 
 まは軟弱な行うと、トラクタが不 
 意にき出し、思わぬ事故を起こす事があります。 
 平坦盤のかい所行てください。 
作業機をトラクタからりす、止めをせ 
 ずに行うと、作業機が暴走して思わぬ事故を起 
 こす事があります。 
 りすは、必ずタンドを接させ、作業 
 機の車に止めをしてください。  

 
．トラクタのンンをとめ、駐車をかけ 

 てください。 

２．作業機の車に止めをしてください。 
３．軸からイントをしてください。 

４．タンドが接するま２倍角ヒッをげて 

 ください。 

５．ロンクンにし込まれているンン 

 を抜き、ロンクンからロンクを抜い 

 てください。 

６．トラクタのンンを始し、静かに前させて 

 ください。 

７．取りしンンは保管してください。 

 
 

３ 長期格納する時 

 
． 機各部の清掃をしてください。 
２． 摩耗し部品、破損し部品は交換してください。 
３． 2-3 給油箇所一覧表に基づき、油脂を補給し 
 てください。 
  ま、回転、回支およびイントの 
 クランプンを含む摺部には注油し、軸、 
 ＩＣ軸、イントのプライン部にはグ 
 を塗布してください。 
４． 塗損傷部は、補修塗まは油を塗布し、さび

の生を防いください。 
５． 格納は風しのよい屋に保管してください。 

４４４４    作業が終わったら作業が終わったら作業が終わったら作業が終わったら 

  警 告  
  危 険  

  注 意  
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 子よく作業するめに、期的にを行

いましょう。 
 機の不による事故なを未然に防ぐめに、

一覧表に基づき、各部のを行

い、機をの状態、心して作業が行えるよう

にしてください。 
 

 
 
  
 
 
およびンンをとめずに作業すると、 
 第三者の不注意により、不意に作業機が駆さ 
 れ、思わぬ事故を起こす事があります。 
 をり、ンンをとめ、回転部や可 
 部がとまている事を確かめて行てください。 
やまは軟弱な行うと、ト 
 ラクタや作業機が不意にき出して、思わぬ事 
 故を起こす事があります。 
 平坦盤のかい所行てください。 
のめにしを取り付けず 
 に作業すると、回転部や可部に巻き込まれ、 
 ケガをする事があります。 
 元りに取り付けてください。  

 
 
 

 

１ 点検整備一覧表 

 
 

 時    間 チェック項目 処       置 
 新品使用１時間 ボルトナットのゆるみ 増し締め 

使  用  毎 

機の清掃 
ロランのンシン 
イントの破損 
の損傷 
ホイルナットのゆるみ 
タイヤの亀裂損傷 
タイヤの摩耗 
タイヤの空気圧 
床コンベヤンのンシン 
各部の損傷、部品落 
各部のボルトナットのゆるみ 
各部の給油 

 
｢5-2-3 ロランのンシン｣に基づき 
部品交換 
  〃 
｢2-1-4 製品本の｣ に基づき 
交  換 
  〃 
｢2-1-4 製品本のに基づき 

｢5-2-2 床コンベヤンのンシン｣に基づき 

部品交換、取付 

増し締め 

｢2-3 給油箇所一覧表｣に基づき給油 

マ
 
ニ
 
ュ
 
ア
 
ス
 
プ
 
レ
 
ッ
 
ダ
 
本
 
体
 

シーズン終了後 

機の清掃 
ロランのンシン 
タイヤの溝深さ 
各部の損傷、部品落 
コンベヤンのび 
 
各部のボルトナットのゆるみ 
各部の給油 
塗損傷部 

 
｢5-2-3 ロランのンシン｣に基づき 
溝が浅ければ交換 
部品交換取付 
｢5-2-2 床コンベヤンのンシン｣に基づき 
まは交換 
ボルトナットの増し締め 
｢2-3 給油箇所一覧表｣に基づき給油 
塗まは油塗布 

 

５５５５    点検と整備について点検と整備について点検と整備について点検と整備について 

  注 意  
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 時    間 チェック項目 処       置 

使  用  毎 

機の清掃 
タドの摩耗 
各部の損傷部品落 
ロランのンシン 
各部のボルトナットのゆるみ 
各部の給油 

 
早めの部品交換 
部品交換取付 
｢5-2-3 ロランのンシン｣に基づき 
増し締め 
｢2-3 給油箇所一覧表｣に基づき給油 

マ
 
ニ
 
ュ
 
ア
 
ビ
 
ー
 
タ
 

シーズン終了後 

機の清掃 
各部の損傷部品落 
ロランのび 
各部のボルトナットのゆるみ 
各部の給油 
塗損傷部 

 
部品交換取付 
早めの部品交換 
ボルトナットの増し締め 
｢2-3 給油箇所一覧表｣に基づき給油 
塗まは油塗布 

 
 

２ 各部の調整 

 
 
 
やまは軟弱な行うと、ト 
 ラクタや作業機が不意にき出し、思わぬケガ 
 をする事があります。 
 平坦盤のかい所行てください。 
およびンンをとめずに作業すると、 
 第三者の不注意により、不意に作業機が駆さ 
 れ、思わぬ事故を起こす事があります。 
 をり、ンンをとめ、回転部や可 
 部がとまている事を確かめて行てください。   
１．シャーボルトの交換 

  過負荷から各部を守るめ、機前方にシャボ 
 ルトをしています。シャボルトの交換は、次 
 の順行てください。 
 () シャボルトが断しは、必ず原因をべ、 

  その原因を取りいてから行てください。 

 (２) 断されシャボルトをイントから取 

  りいてください。 

 (３) イントを回し、シャフトとイント 

  のシャボルト穴をわせてください。 

 (４)指シャボルトをし、ナットを組み込 

  み、締め付けて固してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
シャボルト断の原因を取りかずに、新し 
 いシャボルトを取り付けても、再、断さ 
 れます。 
 必ず原因をべ、その原因を取りいてから行 
 てください。 
指のシャボルトを使用すると、過負 
  荷に対し断されず、機各部の破損原因にな 
 り、正規の使用状態にもかかわらず、すぐ 
 にシャボルトが断される事があります。 
  のシャボルトを使用してください。 
指のシャボルトを使用していても、 

  回転クラッをれり、本作業機 
 の正回転使用すると、シャボルト 
 が断される事があります。 
 の接続は、低回転接続、本作業機 
 の正回転にセットして作業してください。   
２．床コンベヤチェーンのテンション 

 () 荷箱にり、コンベヤンの中央を４ 

  ㎏のちげ、ンが～２ 

   ちがるようにセットします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  注 意  

  取扱い上の注意 
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 (２) 左右のコンベヤンのちがる量が同 

   じになるように、左右のンシンボルトを締め 

   込んください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．ローラチェーンのテンション 

 () ロランがているを開けて 

  ください。 

 (２) ンシンロラのボルトをゆるめてくださ 

  い。 

 (３) ンシンロラをかし、ンを張 

  てください。 

 (４) ンシンロラのボルトを締めてください。 

 (５) を元り取り付けてください。 
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 ンンをとめてから処置してください。 
 トラルが生しら6-1 不処置一覧表に基

づき処置してください。 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
およびンンをとめずに作業すると、 
 第三者の不注意により、不意に作業機が駆さ 
 れ、思わぬ事故を起こす事があります。 
 をり、ンンをとめ、回転部や可 
 部がとまている事を確かめて行てください。 
やまは軟弱な行うと、ト 
 ラクタや作業機が不意にき出して、思わぬ事 
 故を起こす事があります。 
 平坦盤のかい所行てください。 
不処置のめにしを取り付けず 
 に作業すると、回転部や可部に巻き込まれ、 
 ケガをする事があります。 
 元りに取り付けてください。  

１ 不調処置一覧表 
 
 

 症    状 原     因 処      置 

ギヤシャフトの破損 部品交換 

ラットホイル関係の

不まは損傷 もしくは部品交換 

コンベヤンの破損 部品交換のうえ、｢5-2-2 床コンベヤン

のンシン｣に基づき張り直し 
床コンベヤがかない 

コンベヤンのれ 
ンシンボルトをゆるめ、プロケットにか

け直し、5-2-2 床コンベヤンのンシ

ンに基づき張り直し 
左右のタイヤ空気圧がンラ

ン 
｢2-1-4 製品本の｣ に基づき正空気圧

にする 

ホイルナットが緩んいる ｢2-1-4 製品本の｣ に基づき増し締めする 

マ
 
ニ
 
ュ
 
ア
 
ス
 
プ
 
レ
 
ッ
 
ダ
 
本
 
体
 

機がふらつく 

ハベングの摩耗 ャッルナットの増し締めまはベン

グの部品交換 

ロランがれている ロランをかけ直す 

マ
ニ
ュ
ア
ビ
ー
タ
 

タが回転しない 
ロランのンシンが

ゆるい 
｢5-2-3 ロランのンシン｣に基づき

張り直す 
 
原因や処置の仕方がわからないは記事項とともに購先にご相談ください。  
． 製  品  名 
２． 部品供給型式（型式） 

３． 製  番 号 
４． 故 障  容（きるだけ詳しく） 

６６６６    不調時の対応不調時の対応不調時の対応不調時の対応 

  注 意 



 




